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内容

日本化学工業協会 最近の取り組み

“SAICM 達成のための自主的取り組みの紹介”

１．国際的な化学品管理の流れ

２．GPS/JIPSとは？

３．まとめ 課題と対応
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１．化学品管理の流れと課題とその発端

1990年代から

・ 従来の消費経済システムが
続けば地球環境問題で破
綻するという危機感・・・・持
続可能な社会経済システム
を指向

・ 新興国家の台頭、近代製品
の普及、しかし追いつかな
い安全管理、廃棄処理およ
びリサイクル対策

・ 国境を越えた環境汚染、危
険化学品の移動・・・・・国際
的な課題・問題として議論
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国際的な化学品管理の流れ 各国各機関の対応

1992年 国連環境開発会議（リオ宣言） アジェンダ 21
第19章：化学物質管理に関する6項目（リスク評価、GHSなど）

2002年 環境開発サミット（WSSD) ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ実施計画
・化学品の悪影響を2020年までに最小化

・化学品分類表示の国際調和（GHS）の実施
・2005年を目処にSAICMの策定に合意

2006年 第1回国際化学物質管理会議（ICCM-1）
SAICM採択 2020年目標

2009年 ICCM-2 4 Emergency Issue
2012年 Rio+20（UN Conference on Sustainable Development）

June 20-22nd in Rio de janeiro
ICCM-3 September 17-21ｔｈ in Nairobi

“Chemical Safety for Sustainable  Development”. 

欧州

REACH

CLP  

RoHs etc.

US
TSCA 

Reform 

日本
化審法改正

ICCA   RC世界憲章
PS (Global Product Strategy)

日化協

（SAICM：国際的な化学物質管理に関する戦略的アプローチ）

中国・台
湾・韓国、
アジア各国

4



ICCA組織図 (2012年10月、敬称略)

5

ICCA理事会

(Board of Directors)

ICCA運営委員会

(Steering Committee)

エネルギーと
気候変動
(政策課題)

通商ネットワーク
（Trade Network）

コミュニケーション化学品政策と健康
(政策課題)

Responsible Care®

(優先イニシアティブ)

リーダー: 小林喜光(三菱ｹﾐｶﾙHD社長)
議長: 大塚重徳(三菱ｹﾐｶﾙHD顧問)
副議長 (欧州) : Russel Mills

(Dow Europe) 
事務局: 日化協

リーダー: Kurt Bock (BASF)
議長 (欧州) : Martin Kayser (BASF)
議長 (米国) : Greg Bond 

(Dow Chemical)
事務局: BASF

リーダー: Stephen Pryor 
(ExxonMobil Chemical)

議長: Peter Cartwright 
(Dow Corning)

副議長 : 岡野恭介(昭和電工顧問)
事務局: ACC

CEOグループ
(Global Executive
Strategy Group)

リーダー: Carlos Fadigas
(Braskem)

議長 (欧州) : Francoise Humbert             
(Cefic)

議長 (米国) : Anne Colton (ACC)
事務局: ACC

ICCA総会

(General Assembly)

2012 Japan Chemical Industry Association. All rights reserved

GPSの実施等 RC世界憲章（プロダクト
スチュワードシップの実施



R & D 製造 販売 使用・消費 (廃棄)

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ（安全性評価）
環境（生態系）・人・動物への影響評価

作業者安全・排出規制・使用制限・使用量（用法・要領）規制
MSDS, 包装、表示、使用説明書など

ﾃﾞｰﾀ･報告

“From the cradle to the grave”顧顧客に販売した製品について、

その製品を使用する次の顧客、最終的には消費者、さらにその製品の
廃棄に至るまで、すべての過程でケアしようというもの。そこには、顧客
の工場で従業員が化学物質にどれだけ曝露したかといった情報も含ま
れる。

2. PS （ Product Stewardship) とは
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Global Product Strategyとは?

 2006年 第1回国際化学物質管理会議（ICCM-1）
ﾄﾞﾊﾞｲ宣言

 ICCAはRC世界憲章とGPSの実施を宣言

世界の企業CEOに実施宣言書への署名を求める

 GPS はProduct stewardship （PS)を化学産業の

みならず顧客およびサプライチェーン全体に拡大、
強化していこうというフレームワーク

 具体的な９項目の戦略（実行）要素

7GPS/JIPS Public



今、化学産業に求められるもの
GPSの意義・目的

化学産業として社会的責任を果たすこと
CSR, Credibility（信頼性）

Compliance （法・規制対応）
Transparency （透明性）

情報の開示・安全性の立証と説明＝
ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ、ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

一般社会、顧客に対して、消費者に対して
そのために・・・・
自社の製品に関する情報の開示･共有・・・・

製品の信頼性の確保と化学物質リスクの最小化
（これまで自社製品の情報開示は限定されていた、あるいは
わかり難かった。）

The main intention of the GPS effort is to increase public confidence and to 
substantiate that the chemical industry is a reliable partner in the 
responsible management, production and use of chemicals. 8



情報公開、共有の必要性

• 本来、化学物質自体に責任があるわけではない。災
害、事故は人の化学物質の管理の不適切なことその
ための情報が欠如していたことが原因！

• 情報公開（リスクとその管理方法）が評価される時代・
・・・化学物質の安全性に関する情報を公開し、共有す
ることがビジネスで絶対条件のコンセプトが浸透

ITの進化・発展も、重要な背景



GPSとJIPSの関係

JIPSはGPSの日本版

JIPS ： Japan Initiative of Product Stewardship 
 ICCAのPS及び、PSを強化するGPSを基本概念とし、

日化協が取組む化学物質管理の新たな自主活動。

(2009.5 日化協 理事会で承認)

 日本の状況（規制・ビジネスモデル・SMEｓ等）にあわせたGPSの
フレームワークとして位置づけ、アジアでの展開も視野。

 2005年6月以来、官民連携で実施してきた“Japanチャレンジプロ
グラム”（対象物質リスト／SIDS・ハザード情報収集と 情報発信）
の収束にともない自主的活動としてあらたに開始

 日化協会員企業へのGPS /JIPS具体的取り組みを推進・支援
するため日本化学工業協会として体制を整備 ・・・・組織整備
（2010年1２月1７日正式発足）

10GPS/JIPS Public



JIPSガイダンスはリスクアセスメントガイダンス及びプロダクト
スチュワードシップガイダンスから構成。
（2010年12月15日 公開）

１．JIPSリスクアセスメントガイダンス
・GPSのリスクアセスメントに関するガイダンス
・「Global Product Strategy  ICCA Guidance on 
Chemical Risk Assessment」 の解説付き和訳

・2011年秋頃改訂予定 （Living Guidance）

２．JIPSプロダクトスチュワードシップガイダンス
・プロダクトスチュワードシップ実施に関するガイダンス
・ICCAのPSガイドライン及びJRCCのRCコードを参考
に作成
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•上市されている化学物質（1ｔ/ｙ）を対象

•有害性と曝露をベースとしたBase Set Information

4つのカテゴリー分類 （Tier1～Tier4)

•評価対象物質の優先順位付け （最優先～リスク評価不要）

•情報の共有

•Tiered Processによるリスク評価

•リスク評価結果の公表

ITポータル

GPS安全性要約書 等

ハザード情報収集 ⇒ 曝露情報 ⇒ ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ ⇒ 管理

JIPSにおける化学物質のリスク評価の枠組み

12GPS/JIPS Public

ユーザーフレンドリーな
的確な情報の提供

使用方法、リスク回避の
方法等
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GPS安全性要約書
GPS安全性要約書 （項目例）
物質（CAS）・製品名ベース

・要約：用途、有用性、安全と信じる理由の要約
・物質の特定：
化学名（例：IUPAC名、CAS名）、慣用名、別名、CAS番号等）

・用途、有用性：
・物理化学的性状：
・健康への影響：
・環境への影響：
・曝露：
・リスクマネジメント：

（作業者、消費者、環境での使用、暴露に対する措置）
・応急措置：
・消火措置：
・偶発的放出に対する措置：
・処分に対する配慮：
・取扱いおよび貯蔵：
・分類および表示：
・結論：
（化学物質のリスクとその根拠に関する総合的な記述）

・連絡先：
・作成日（改訂日）：



ICCA Global Product Strategy Chemicals Portal

www.icca-chem.org/global-product-strategy

（2010年10月 一般公開済み）
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ICCA GPS Pages

1. ある一般市民が、CISページで会社
名(BASF)をSubmit

2. ブラウザに、IT Portalがそれが持つ
データベース内の情報を検索して結
果の一覧を表示: BASFがアップし
た物質のリストとリンク先情報リスト
が表示される。

3. その人が興味のある物質(2-
Propenoic acid)をクリック。

4. ブラウザにSubstance Summary 
(2-Propenic acid)が表示される。

5. その人が興味のある情報の企業名を
クリック( Safety summary sheets: 
BASF)。

6. BASFのホームページ内の2-
Propenoic acidのSSSがダウンロ
ードされ(ブラウザに表示される)。⇒
次のスライド参照

BASF

取扱注意：
現時点ではこのGPS redesignのページ内容は関係者限定で公開されている(取り
扱い注意)。 しかし、このページの内容は現在のGPS Pageとほぼ同じである。 こ
の内容について問題があればShadowバージョンの段階(１0月までの予定)で提案
し、議論し、修正をはかる必要がある
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GPS IT Portal , 企業ページ関係図

GPS SS
Sub A (EN)

BASFホームページ
http://www.basf.com …

ICCA GPS IT Portal

BASF

BASFの2-Propenoic acid  Safety Summary Sheetのアドレス。

http://www.basf.com/group/corporate/de/function/conversio
ns:/publish/content/sustainability/management-and-
instruments/gps/images/Methyl_Acrylate_Product_Safety_Sum
mary.pdf

2-Propenoic acidのページのソース

…
<a href=
http://www.basf.com/group/corporate/de/function/conv
ersions:/publish/content/sustainability/management-
and-
instruments/gps/images/Methyl_Acrylate_Product_Safety_
Summary.pdf > BASF </a>
…

Webのリンクの技術的背景
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http://www.basf.com/
http://www.basf.com/group/corporate/de/function/conversions:/publish/content/sustainability/management-and-instruments/gps/images/Methyl_Acrylate_Product_Safety_Summary.pdf
http://www.basf.com/group/corporate/de/function/conversions:/publish/content/sustainability/management-and-instruments/gps/images/Methyl_Acrylate_Product_Safety_Summary.pdf
http://www.basf.com/group/corporate/de/function/conversions:/publish/content/sustainability/management-and-instruments/gps/images/Methyl_Acrylate_Product_Safety_Summary.pdf
http://www.basf.com/group/corporate/de/function/conversions:/publish/content/sustainability/management-and-instruments/gps/images/Methyl_Acrylate_Product_Safety_Summary.pdf
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・2012年、新たに700件以上の安全性要約書がGPS IT Portal へアップ
ロードされ、合計3100件以上となった。主に貢献した地域は、米国、
欧州、日本、及び新たに湾岸諸国、南アメリカ。

・この半年間、安全性要約書アップロード促進に取り組み、 日化協会
員企業32社より127件の安全性要約書がアップロード

・4月以降、アップロードした企業数及び安全性要約書数の累計が急激
に拡大。

安全性要約書アップロード状況
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2011.12 2012.2 2012.4 2012.5 2012.7 2012.9

企業数

安全性要約書数

GPS Chemicals Portal へのアップロード数推移
（企業数及安全性要約書数累計）

年．月 2011.12 2012.2 2012.4 2012.5 2012.7 2012.9

企業数
（累計） 2 3 3 4 11 32

安全性要約
書数（累計） 9 15 17 23 47 127



3.まとめ 課題と対応

 化学品管理は大きなパラダイムシフト
 ポイントは

・サプライチェーン全体の包括的管理の追及
・リスクベースでの化学物質管理の普及

 化学物質によるリスクと管理に関する情報も、製品の

“品質”の一部 ・・・健全なビジネスの前提条件

 これまでは、製品の“正”の性能にのみ焦点

・・・・これからは、リスクという“負”の特性と合わせて情

報を開示・共有することで統合的に品質をマネジメ

ント結果として製品の価値を向上
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まとめ 課題と対応 （続き）

 化学品管理は、いまや経営に密接

代替品開発も含めビジネスモデル設定の重要用件

 Global Competitionの中で欧米、Big Chemical、
BRICSがｱｼﾞｱ等での市場開拓着々と・・・・・

 化学物質開発、応用研究なくしてテクノロジーの進化は望めない
（リチウム電池、有機ＥＬ等）

 リスク情報は企業にとって大きな価値であり、リスク情報を公開
することは、結果的に企業価値の向上をももたらすもの。・・・
化学製品（物質）は、リスクに関する情報がわからないから不安

これを解決するための情報を公開 （一般製品だと危険かどうかは見てわかる）

 ただし、製品の性能とリスクを適切にマネジメントするためには、
膨大な化学物質データの蓄積と、それを扱う人材の幅広い能力
、さらには企業の姿勢が必要。

2020
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ご静聴ありがとうございました
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